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寒
か
塞
か穂
積
皇
子
悲
傷
流
涕
作
歌
考
川
上
富
吉
一
、『
万
葉
集』
巻
第
二
、
二
〇
三
番
歌
の
本
文
と
訓
に
つ
い
て
『
定
本
萬
葉
集』
巻
第
二
(
昭
和
十
五
年
二
月
、
佐
佐
木
信
綱
・
武
田
祐
吉
編)
に
、
但
馬
皇
女 
後
穗
積
皇
子   
落
遙 
御
墓
悲
傷
流
涕
御
作
歌
一
首
零  
安
播 
勿
落
吉
隱
之 
養
乃
岡
之
塞
爲
卷 
但
馬
皇
女 
り
給
ひ
し
後
、
穗
積
皇
子
の
、 
の  
の
落ふ
る
に
、
御
墓
を
遙み さ
け
悲
傷
か
な
し
み
流
涕
な
き
て
作
り
ま
せ
る
御
歌
一
首
二
〇
三
零ふ
る 
は
あ
は
に
な
降
り
そ
吉
隱
よ
な
ば
り
の ゐ
養かひ
の
岡
の
塞せき
た
ら
ま
く
に
寒
か
塞
か
一
大
妻
国
文
第
47
号
二
〇
一
六
年
三
月
と
あ
る
。
こ
の
定
本
作
成
の
た
め
の
校
本
作
業
の
集
積
が
『
校
本
萬
葉
集』
(
底
本
は
、
寛
永
版
本
。
大
正
十
三
年
。
増
補
版
昭
和
七
年
、
新
増
補
版
昭
和
五
十
四
年
〜
五
十
七
年)
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
文
・
訓
・
諸
説
を
写
し
て
お
く
。
二
次
に
、
そ
の
問
題
と
な
る
『
御
物
金
澤
本
萬
葉
集』
(
日
本
古
典
文
学
会
編
・
複
製
本)
の
本
文
と
訓
、
及
び
釈
文
を
写
し
て
お
く
。
203
零  
安
播 
勿
落
吉
隱
之 
養
乃
岡
之  (ママ)
爲
卷 ふるゆ
き
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ
よ
こ
も
り
の
ゐ
か
ひ
の
を
か
の
せ
き
に
ま
せ
ま
く
に
寒
か
塞
か
三
こ
の
金
沢
本
の
本
文
の
｢
｣ (
１)
、
微
妙
な
筆
跡
で
、｢
｣
と
も
｢
土｣
と
も
読
め
る
。
訓
は
｢
せ
き｣
と
あ
る
か
ら
、
臨
書
し
た
親
本
に
は
｢
塞｣
と
あ
っ
た
が
、
初
句
｢
零ふる
雪ゆき
は｣
と
あ
る
の
に
ひ
か
れ
て
｢
寒さむ｣
と
書
い
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
(
２)
。
ま
た
、『
校
本』
諸
説
に
、
檜
、｢
塞
為｣
ハ
｢
寒
有｣
ノ
誤
。
訓
｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ｣
。
と
あ
る
が
、
橘
守
部
『
万
葉
集
檜
嬬
手』 (
３)
巻
四
に
、
零 フルユキ ハ
。
安ア
幡ハ
爾ニ
勿ナ
落
フ
リ
ソ
。
吉ヨ
隱
ナ
バ
リ
之ノ
。 井
養カヒ
乃ノ
岡ヲカ
之ノ
。
( サム
(有カラ
卷マク
爾ニ
。
○ 
有
サ
ム
カ
ラ
卷マク
爾ニ｣
さ
む
か
ら
ん
に
と
云
な
り
。
今 
爲
セ
キ
ナ
ラ
卷マク
爾ニ
と
訓
た
れ
ど
、
む
げ
に
聞
え
ず
。
端
書
に
も
合カナ
は
ざ
れ
ば
、
向サキ
に
考
へ
て
萬
葉
緊 
に
も
出
し
つ
。
と
あ
り
、『
萬
葉
集
緊
要』 (
４)
巻
上
に
は
、
{
ふ
る 
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ
よ
な
ば
り
の 。
か。
ひ。
の。
岡。
の。 サム
か。
ら。
ま。
く。
に。
此
御
歌
、 
抄
の
訓
、
す
べ
て 
え
が
た
し
。
結
句
の
塞
の
字
は
、 
を 
れ
る
に
て
、
皇
女
の
御
墓
の 
か
ら
ん
に
、
ふ
る 
は
、
多
く
勿
つ
も
り
そ
、
と
の
給
ふ
な
り
。
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
｢
金
沢
本｣
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
四
〝
木
村
正
辭
『
萬
葉
集
美
夫
君
志』 (
５)
巻
二
下
に
、
本
文
｢
塞セキ
為ナラ
巻マク
爾ニ｣
と
し
、
○
塞セキ
爲ナラ
卷マク
爾ニ
、
塞
は
字
の
如
く
ふ
さ
ぐ 
に
て
、
古
事
記
上
卷
に サカサマ
ニ二
塞
上
セ
キ
ア
ゲ
天
ノ
安
ノ
河
之
水
一
而
云
々
、
本
集
卷
三
五
十
六
左
に
、
妹イモ
乎ヲ
將トド
留メム
塞セキ
毛モ
置オカ
末マ
思シ
乎ヲ
な
ど
あ
り
、 
廣 
釋
詁
ノ
三
に
、
關
ハ
塞
也
と
も
あ
り
、
一
首
の 
は
、
皇
女
の
御
墓
仕
へ
奉
る
人
の
行 
は
む
に
、
ふ
る 
の
安ア
幡ハ
に
ふ
り
た
ら
む
に
は
、
御
墓 
の 
養
の
岡
に
行
か
よ
ふ 
の
關セキ
と
な
り
て
、 
ひ 
か
ら
む
と
な
り
。
橘
ノ
守
部
の
萬
葉
緊 
に
、
此
御
歌
、 
抄
の
訓
す
べ
て キコ
え
が
た
し
、
結
句
の
塞
の
字
は
、 
を 
れ
る
に
て
、
皇
女
の
御
墓
の 
か
ら
む
に
、
ふ
る 
は
多
く
勿ナ
ふ
り
そ
と
な
り
と
い
へ
る
は
、
い
か
に
も
哀
れ
に
聞
え
て 
探
し
、
故
に
今
一 
と
し
て
出
し
ぬ
。
と
あ
っ
て
、
守
部
の
｢
寒｣
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
、｢
金
沢
本｣
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
(
６)
。
な
お
、『
校
本』
に
漏
れ
た
、｢
廣
瀬
本｣
は
、｢
本
文
、
塞
。
訓
、
セ
キ｣
、｢
神
宮
文
庫
本｣
も
｢
塞セキ｣
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
萬
葉
集
美
夫
君
志』
以
前
の
北
村
季
吟
『
萬
葉
拾
穂
抄』
・
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記』
(
初
稿
本
・
精 
本)
・
荷
田
信
名
『
萬
葉
集
童
蒙
抄』
・
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考』
・
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解』
・
上
田
秋
成
『
萬
葉
集
楢
の
杣』
・
岸
本
由
豆
流
『
萬
葉
集
攷
証』
・
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義』
、
い
ず
れ
も
｢
塞
・
せ
き｣
で
、
橘
守
部
の
二
著
の
み
｢
寒
・
さ
む｣
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
渋
谷
虎
雄
『
古
文
献
所
収
萬
葉
和
歌
集
成』
に
拠
れ
ば
、
五
代
集
歌
枕
・
類
聚
萬
葉
・
勅
撰
名
所
要
抄
・
十
四
代
集
歌
枕
・
一
葉
抄
・
勅
撰
名
所
和
歌
抄
、
な
ど
｢
せ
き
・
塞せき
・
関｣
で
あ
り
、｢
寒
・
さ
む｣
は
な
い
。『
謌
枕
名
寄』
(
渋
谷
虎
雄
編
『
校
本
謌
枕
名
寄』
に
、
古
典
文
庫
本
『
歌
枕
名
寄』
(
高
松
宮
本)
｢
寒｣
、
宮
内
庁
本
｢
塞セキ｣
と
あ
る
。)
・『
名
所
風
物
抄』
(
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
写
本
、
成
立
年
時
編
者
と
も
に
未
詳)
｢
寒｣
と
あ
る
。
以
上
、
古
写
本
・
古
注
釈
な
ど
明
治
末
ま
で
を
概
観
し
た
が
、
以
下
、
便
宜
上
、
何
期
か
に
分
け
て
例
示
し
た
い
。
寒
か
塞
か
五
二
、
木
村
正
辭
『
萬
葉
集
美
夫
君
志』
か
ら
『
定
本
萬
葉
集』
ま
で
大
正
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
の
主
要
な
も
の
を
見
る
に
、｢
塞
(
せ
き)｣
と
す
る
も
の
、
士
岐
哀
果
編
『
萬
葉
短
歌
全
集』
・
士
岐
善
麿
編
『
作
者
別
萬
葉
全
集』
・
下
村
健
治
『
掌
中
萬
葉
集
全』
・
藤
澤
古
實
・
廣
野
三
郎
編
『
萬
葉
集』
・
井
上
通
泰
『
萬
葉
集
新
考』
・
塚
本
哲
三
『
萬
葉
集
上
巻』
(
有
朋
堂
文
庫)
・
佐
佐
木
信
綱
『
新
訓
万
葉
集』
(
岩
波
文
庫)
・
鴻
巣
盛 『
萬
葉
集
全
釋』
・
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義』
・『
萬
葉
集
総
釋
第
一』
(
土
屋
文
明)
・
金
子
元
臣
『
萬
葉
集
評
釋』
・
斎
藤
茂
吉
『
万
葉
秀
歌』
(
岩
波
新
書)
。
こ
の
中
、
金
沢
本
・
守
部
説
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
金
澤
本
だ
け
は
、
塞
が
寒
に
な
っ
て
ゐ
る
。
…
…
文
字
を
改
め
過
ぎ
る
か
ら
從
は
な
い
。(『
全
釋』)
金
澤
本
に
は
｢
塞｣
を
｢
寒｣
と
せ
り
。
さ
れ
ど
他
本
は
す
べ
て
｢
塞｣
に
し
て
｢
寒｣
字
と
し
て
よ
む
方
法
明
か
な
ら
ね
ば
、
な
ほ
本
の
ま
ま
に
て
よ
み
方
を
考
ふ
べ
し
。〈
中
略
〉
檜
嬬
手
は
又
｢
寒
有
巻
爾｣
の
誤
と
し
て
｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク｣
と
よ
み
た
り
。
さ
れ
ど
、
此
の
誤
字
説
は
從
ひ
が
た
し
。｢
塞｣
は
金
澤
本
に
｢
寒｣
と
あ
れ
ど
、
そ
の
訓
は
｢
セ
キ｣
と
あ
れ
ば
、
誤
寫
な
る
こ
と
明
か
な
り
。
(『
講
義』)
金
沢
本
に
は
、｢
塞｣
が
｢
寒｣
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
新
訓
で
は
、｢
寒
か
ら
ま
く｣
と
訓
ん
だ
。〈
中
略
〉
結
句
の
｢
塞
な
さ
ま
く
に｣
は
強
く
迫
る
句
で
あ
る
。(『
秀
歌』)
｢
寒｣
と
す
る
も
の
、
佐
佐
木
信
綱
編
『
萬
葉
集』
(
大
日
本
文
庫
文
学
篇
。
頭
注
(
山
本
正
秀)
、
金
沢
本
と
檜
嬬
手
に
よ
る)
・
折
口
信
夫
『
口
譯
萬
葉
集』
・
菊
池
壽
人
『
萬
葉
集
精
考』
な
ど
少
数
。
寒
爲
サ
ム
カ
ラ
巻マク
爾ニ
舊
本
に
は
此
句
の
訓
は
な
い
。〈
中
略
〉
檜
嬬
手
は
｢
塞
爲｣
を
｢
寒
有｣
の
誤
と
し
て
｢
さ
む
か
ら
ま
く
に｣
と
訓
ん
で
六
ゐ
る
が
、
實
際
金
澤
本
に
は
｢
寒｣
と
あ
る
し
、〈
中
略
〉
但
、
訓
は
や
は
り
｢
せ
き｣
と
あ
る
か
ら
、
な
ほ
考
慮
を
要
す
る
。(『
精
考』)
三
、『
定
本
萬
葉
集』
以
後
、
一
九
五
〇
年
ま
で
。
｢
塞
(
せ
き)｣
と
す
る
も
の
、
佐
野
保
太
郎
・
藤
井 『
註
解
萬
葉
集』
・
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋』
・
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釋』
。
塞
爲
巻
爾
セ
キ
タ
ラ
マ
ク
ニ
。
寒
有
サ
ム
カ
ラ
巻マク
爾ニ
(
檜)
檜
嬬
手
に
、
塞
爲
を
寒
有
の
誤
と
し
、〈
中
略
〉
金
澤
本
に
も
塞
を
寒
に
作
っ
て
ゐ
る
。〈
中
略
〉
原
文
の
ま
ゝ
で
訓
を
下
す
と
す
れ
ば
〈
中
略
〉
今
巳
む
を
得
ず
し
ば
ら
く
セ
キ
タ
ラ
マ
ク
ニ
と
讀
ん
で
お
く
。(『
評
釋』)
｢
寒
(
さ
む)｣
と
す
る
も
の
、
『
萬
葉
集』
(
朝
日
古
典
全
書
。
佐
伯
梅
友
・
藤
森
朋
夫
・
石
井
庄
司
校
注
。)
・
佐
佐
木
信
綱
『
評
釋
萬
葉
集』
・
澤
潟
久
孝
・
佐
伯
梅
友
編
『
新
校
萬
葉
集』
。
寒
か
ら
ま
く
に
白
文
｢
塞
爲
巻
爾｣
。
金
澤
本
と
檜
嬬
手
の
説
に
よ
り
｢
寒
有
巻
爾｣
と
す
る
。(『
評
釋』)
四
、
一
九
五
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
｢
塞
(
せ
き)｣
と
す
る
も
の
、
澤
瀉
久
孝『
萬
葉
集
注
釋』
・
土
屋
文
明『
萬
葉
集
私
注』
・
武
田
祐
吉『
萬
葉
集
全
講』
・
久
松
潜
一『
万
葉
秀
歌』
(
講
談
社
学
術
文
庫)
・
澤
潟
久
孝
・
佐
伯
梅
友
編
『
新
版
新
校
萬
葉
集』
。
私
は
さ
き
に
新
校
に
も
大
成
本
の
本 
篇
に
も
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ
と
訓
ん
で
お
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
な
ほ
よ
く
考
へ
る
に
、
そ
れ
は
寒
か
塞
か
七
｢塞
爲｣
で
は 
味
の 
じ
な
い
場
合
の
處
置
と
し
て
十
分
考
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
に
と
ゞ
ま
り
、｢
塞
爲｣
と
｢ 
有｣
と
い
づ
れ
が
原
本
の 
字
で
あ
る
か
、
も
少
し
根
本
的
に
考
察
の
必 
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
た
。
ま
づ
｢
塞｣
と
｢ ｣
と
の 
字
を
較
べ
る
と
今 
の
活
字
と
し
て
は
や
ゝ
離
れ
て
ゐ
る
が
、
筆
寫
の 
字
と
し
て
は
極
め
て
相
接 
し
た
字
形
で
あ
る
事
金
澤
本
の
書
體
を
見
て
も
わ
か
る
が
、
し
か
も 
寫
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
｢
塞｣
よ
り
｢ ｣
へ
と
考
へ
る
事
が
、
そ
の 
よ
り
も
自
然
で
あ
る
事
〈
中
略
〉｢
塞｣
を
｢ ｣
の 
と
す
る
事
に
躊
躇
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
｢ ｣
と
あ
る
が
金
澤
本
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
い
ふ
點
に
も
疑
が
持
た
れ
る
。
且
つ
金
澤
本
に
も
か
な
書
の
方
は
｢
せ
き
に
ま△
せ
な
く
に｣
｢
ま｣
は
万
の
草
假
名
と
見
ら
れ
る
字
で
、｢
に｣
の
變
體
假
名
｢
｣
の
重
複
か
ら
ま
ち
が
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
衍
字
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
あ
つ
て
他
の
古
寫
本
の
訓
セ
キ
ニ
セ
マ
ク
ニ
と
同
樣
と
見
ら
れ
る
事
か
ら
も
｢ 
有｣
が
｢
塞
爲｣
に 
り
訓
も
セ
キ
ニ
セ
と
な
つ
た
と
は
考
へ
に
く
い
や
う
に
思
は
れ
る
。〈
中
略
〉
金
澤
本
以
外
の 
、
古
、
紀
、
等
の 
本
す
べ
て
｢
塞
爲｣
と
あ
り
、
訓
も
セ
キ
ニ
セ
と
あ
る
か
ら
、
た
ゞ
金
澤
本
に
一
つ
｢ ｣
と
あ
る
を
據
り
處
と
し
て
｢
塞
爲｣
の 
字
も
セ
キ
ニ
セ
の
訓
も
す
べ
て 
と
斷
ず
る
事
は
輕 
で
あ
り
、
や
は
り
｢
塞
爲
卷
尓｣
を
原
本
の 
字
と
し
て
訓
釋
を
考
へ
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。〈
中
略
〉｢
塞
成
さ
ま
く
に｣
の
訓
釋
が
初
二
句
に
對
し
て 
切
で
あ
る
事
が
う
な
づ
か
れ
よ
う
。
作 
は
遙
に
御
墓
の
方
を
眺
め
や
つ
て
ゐ
る
の
で
、
今
お
墓
へ
參
ら
う
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
作 
の
心
は
い
つ
も
そ
の
 
を
ゆ
き
か
よ
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
何
程
の 
の
さ
へ
ぎ
り
に
も
な
ら
な
い
は
ず
の
降 
に
も
か
う
し
た
心
が
動
く
の
で
あ
る
。
(『
注
釋』)
塞
有
巻
爾
｢
塞｣
は
｢
寒｣
と
な
っ
て
い
る
本
文
も
あ
る
。『
金
沢
本
万
葉』
は
訓
に
｢
せ
き
に
ま
せ
ま
く
に｣
と
訓
じ
て
あ
る
が
、
文
字
は
｢
寒｣
ら
し
い
字
に
な
っ
て
い
る
。｢
寒｣
と
す
る
と
｢
サ
ム
カ
ラ
ナ
ク
ニ｣
と
訓
じ
ら
れ
る
。
古
訓
に
は
｢
セ
キ
ニ
セ
マ
リ
ニ｣
と
あ
る
。『
新
校
万
葉
集』
で
は
｢
寒｣
と
し
て
｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
訓
じ
て
あ
る
が
、『
定
本
万
葉
集』
で
は
｢
塞｣
に
従
い
、
｢
セ
キ
タ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
訓
じ
て
い
る
。
古
注
釈
書
を
見
る
に
『
万
葉
童
蒙
抄』
で
は
｢
セ
キ
ニ
ナ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
し
、『
万
葉
考』
で
は
｢
セ
キ
ナ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
訓
じ
て
あ
る
が
、『
檜
抓』
は
｢
寒
有｣
の
誤
り
と
し
、｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
訓
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
八
し
て
両
説
は
併
立
し
て
い
る
。
た
だ
諸
本
に
｢
塞｣
と
あ
り
、『
金
沢
本』
で
も
訓
は
｢
セ
キ｣
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、｢
塞｣
の
方
が
妥
当
性
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。『
古
典
文
学
大
系
本』
で
は
｢
寒｣
と
し
て
｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
し
て
お
り
、
沢
瀉
氏
等
の
『
新
校
万
葉
集』
で
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
も
十
分
心
を
引
か
れ
る
が
、｢
塞｣
で
も
意
味
が
通
ず
る
上
に
、
諸
本
も
｢
塞｣
が
多
い
の
で
そ
れ
に
よ
っ
て
お
く
。
塞
な
ら
ま
く
に
本
文
の
字
が
問
題
に
な
る
が
、｢
塞｣
を
と
り
｢
せ
き
な
ら
ま
く
に｣
と
訓
じ
て
お
く
。
そ
う
す
れ
ば
意
味
は
自
分
の
い
る
所
と
御
墓
の
あ
る
猪
飼
の
岡
と
の
間
を
雪
が
つ
も
っ
て
塞
の
よ
う
に
通
れ
な
く
す
る
の
意
で
あ
る
。
寒
い
の
方
は
わ
か
り
や
す
い
が
、
塞
の
方
が
理
が
通
っ
て
い
る
。(
久
松
『
秀
歌』)
｢
寒
(
さ
む)｣
と
す
る
も
の
、
『
萬
葉
集
大
成
・
本
文
篇』
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集』
・
塙
書
房
版
『
萬
葉
集』
・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集』
・
桜
楓
社
版
『
萬
葉
集』
・
土
橋
寛
『
作
者
別
万
葉
集』
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
萬
葉
集』
・
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付』
(
講
談
社
文
庫)
・
校
注
古
典
叢
書
『
萬
葉
集』
・
稲
岡
耕
二
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
二』
・
完
訳
日
本
の
古
典
２
『
萬
葉
集』
・
伊
藤
博
『
万
葉
集』(
角
川
文
庫)
・
桜
井
満『
万
葉
集』
(
旺
文
社
文
庫)
・
中
西
進『
万
葉
集
歌
人
集
成』
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
萬
葉
集』
・
伊
藤
博『
萬
葉
集
釋
注』
・
和
歌
文
学
大
系
『
萬
葉
集』
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集』
な
ど
多
い
。
寒
か
ら
ま
く
に
寒
く
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
ゆ
え
。
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
。〈
中
略
〉
こ
こ
は
塞
為
巻 
と
あ
る
本
文
が
多
い
の
で
｢
塞
(
せき)
な
さ
ま
く
に｣
と
訓
ん
で
、
雪
が
関
と
な
っ
て
、
お
会
い
し
に
行
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
と
解
す
る
意
見
も
あ
る
。[
大
意]
降
る
雪
は
た
く
さ
ん
降
ら
な
い
で
下
さ
い
。
恋
し
い
但
馬
皇
女
の
眠
っ
て
い
る
猪
養
の
岡
が
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
。(『
大
系』)
寒
か
ら
ま
く
に
原
文
底
本
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
る
が
、｢
寒
有
巻
尓｣
の
誤
り
と
す
る
。(『
古
典
文
学
全
集』)
寒
か
ら
ま
く
に
原
文
は
底
本
に
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
り
、
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
(『
古
義』
『
注
釈』
な
ど)
と
も
読
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
金
沢
本
に
は
塞
が
寒
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
為
を
有
の
誤
字
と
見
る
橘
守
部
『
檜
嬬
手』
の
説
が
最
も
有
力
と
考
え
ら
れ
る
。
寒
か
塞
か
九
(『
校
注
古
典
叢
書』)
寒
か
ら
ま
く
に
結
句
の
原
文
、
西
に
は
｢
塞
為
巻 ｣
と
あ
り
、
セ
キ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
(
考)
と
も
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
(
古
義
・
注
釈)
と
も
訓
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
金
に
は
｢
塞｣
を
｢
寒｣
と
記
し
て
お
り
、
檜
嬬
手
で
は
次
の
｢
為｣
を
｢
有｣
の
誤
写
と
し
て
｢
寒サム
有カラ
巻マク ニ｣
と
訓
ん
で
い
る
。｢
為｣
と
｢
有｣
と
の
誤
写
は
巻
十
・
一
九
八
六
の
紀
州
本
な
ど
例
は
少
な
く
な
い
の
で
、
こ
の
誤
字
説
の
可
能
性
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
問
題
は
古
写
本
の
大
部
分
が
伝
え
る
｢
塞
為
巻 ｣
が
正
し
い
か
、
金
沢
本
の
｢
寒｣
を
尊
重
し
て
次
の
｢
為｣
を
｢
有｣
の
誤
字
と
す
る
の
が
正
し
い
か
に
あ
る
。
確
か
に
大
部
分
の
写
本
に
セ
キ
ニ
セ
マ
ク
ニ
の
訓
を
見
る
の
は
、
原
文
を
｢
塞
為
巻 ｣
と
伝
え
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
金
沢
本
の
原
文
｢
寒
為
巻 ｣
と
あ
り
な
が
ら
、
か
な
書
き
の
方
に
は
｢
せ
き
に｣
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
も
と
｢
塞｣
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
中
略
〉
金
沢
本
に
｢
寒｣
と
あ
る
の
は
、
貴
重
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
来
は
｢
寒｣
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
｢
塞｣
に
誤
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
巻
二
に
お
い
て
、
金
沢
本
に
の
み
正
し
く
原
本
の
文
字
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
…
(『
全
注』)
寒
か
ら
ま
く
に
寒
カ
ラ
マ
ク
は
寒
ク
ア
ラ
ム
の
ク
語
法
。
原
文
は
底
本
な
ど
大
部
分
の
古
写
本
に
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
る
が
、
金
沢
本
の
み
｢
寒
為
…｣
と
あ
る
。
訓
は
金
沢
本
を
含
め
た
全
古
写
本
に
｢
せ
き
に
…｣
と
読
ん
で
い
る
が
、
訓
が
必
ず
し
も
漢
字
本
文
に
忠
実
で
な
く
独
走
し
、
や
が
て
古
写
本
筆
者
が
そ
の
訓
に
合
わ
せ
て
本
文
を
捏
造
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
(
解
説
四
一
七
ペ
ー
ジ
)
。
こ
こ
も
｢
寒｣
を
原
本
の
姿
と
認
め
る
。
た
だ
し
、｢
為｣
は
草
体
が
｢
有｣
の
そ
れ
に
近
く
相
互
に
誤
り
や
す
い
た
め
、｢
有｣
の
誤
字
と
す
る
説
に
従
う
。(『
新
編
全
集』)
寒
く
あ
ら
ま
く
に
｢
ま
く｣
は
推
量
の
助
動
詞
｢
む｣
の
ク
語
法
。
底
本
の
原
文
｢
塞
為
巻
尓｣
に
よ
り
、
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
と
訓
み
、
｢
吉
隠
の
猪
養
の
岡
へ
の
道
の
さ
へ
ぎ
り
と
な
ら
う
か
ら
に｣
と
解
す
る
説
(『
古
義』
『
注
釈』)
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
金
に
｢
塞｣
を
｢
寒｣
に
作
り
、『
檜
嬬
手』
に
｢
為｣
を
｢
有｣
の
誤
字
と
見
る
の
に
拠
る
。｢
為｣
と
｢
有｣
と
の
異
同
は
、
古
写
本
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。(『
釋
注』)
一
〇
結
句
｢
寒
か
ら
ま
く
に｣
の
原
文
｢
寒
有
巻
尓｣
は
、｢
寒｣
の
字
、
金
沢
本
に
拠
る
。
諸
本
｢
塞｣
。｢
有｣
は
、
諸
本
｢
為｣
と
あ
る
が
、｢
有｣
の
誤
字
と
見
る
檜
嬬
手
の
説
に
従
う
。(『
新
大
系』)
五
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
現
在
(
二
〇
一
六
年)
ま
で
｢
塞
(
せ
き)｣
と
す
る
も
の
、
和
田
嘉
寿
男
『
万
葉
集
巻
二
を
読
む』
の
み
。
結
句
の
｢
塞
な
さ
ま
く
に｣
を
め
ぐ
っ
て
、
異
論
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
、
こ
の
部
分
は
諸
本
、
原
文
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
り
、
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
で
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
、
金
沢
本
の
み
｢
寒
為
巻
尓｣
と
あ
り
、
こ
れ
を
と
っ
て
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ
と
よ
ん
で
、｢(
猪
養
の
岡
が)
寒
い
だ
ろ
う
か
ら｣
と
解
釈
す
る
説
が
多
い
よ
う
で
す
。
｢
寒
(
さ
む)｣
と
す
る
も
の
、
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義』
・
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解』
・
岩
波
文
庫
『
万
葉
集』
・
岩
波
文
庫
『
原
文
万
葉
集』
。
寒
か
ら
ま
く
に
金
沢
本
に
｢
寒
為
巻
尓｣
と
あ
る
ほ
か
は
、｢
塞
為
巻
尓｣
。
旧
訓
セ
キ
ニ
セ
マ
ク
ニ
。
童
蒙
抄
セ
キ
ニ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
。
考
セ
キ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
。
注
釈
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
。
現
在
は
、
金
沢
本
に
よ
り
、
か
つ
｢
為｣
を
｢
有｣
の
誤
字
と
し
て
、
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ
あ
る
い
は
サ
ム
ク
ア
ラ
マ
ク
ニ
の
訓
が
多
く
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ク
は
、
推
量
の
助
動
詞
ム
の
ク
語
法
。
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
。
セ
キ
ニ
セ
マ
ク
ニ
の
訓
は
、
そ
の
雪
を
皇
女
を
現
世
に
引
止
め
る
塞
に
し
た
い
と
と
る
も
の
で
、
セ
キ
ニ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
・
セ
キ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
・
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
の
類
は
、
皇
女
と
作
者
と
の
間
を
隔
て
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
の
意
で
あ
る
が
、
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ
の
人
間
的
な
感
情
の
素
直
な
表
現
に
及
ば
な
い
と
思
う
。(『
全
歌
講
義』)
寒
か
ら
ま
く
に
｢
ま
く｣
は
、
推
量
｢
む｣
の
ク
語
法
。
な
お
、
底
本
等
の
原
文
は
本
来
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
り
、
こ
れ
を
｢
セ
キ
ナ
寒
か
塞
か
一
一
サ
マ
ク
ニ
(
塞せき
為な
さ
ま
く
に)｣
と
訓
み
、｢
降
り
積
も
る
雪
が
猪
養
の
岡
へ
の
道
を
塞
ぐ
関
に
な
っ
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
雪
よ
多
く
は
降
っ
て
く
れ
る
な｣
と
解
す
る
説
も
あ
る
。(『
全
解』)
六
、｢
塞｣
説
と
｢
寒｣
説
の
ま
と
め
以
上
、｢
塞｣
説
・｢
寒｣
説
の
概
要
を
通
覧
し
た
が
、『
定
本
萬
葉
集』
以
降
で
、｢
寒｣
説
の
主
要
な
も
の
は
、
菊
池
壽
人
『
萬
葉
集
精
考』
(
昭
和
十
(
一
九
三
五)
年
七
月)
で
あ
る
。
だ
が
、｢
な
ほ
考
慮
を
要
す
る｣
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、｢
寒｣
説
か
ら
｢
塞｣
説
に
変
え
た
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
巻
第
二』
(
昭
和
三
十
三
(
一
九
五
八)
年
四
月)
、
お
よ
び
久
松
潜
一
『
万
葉
秀
歌
一 』
(
昭
和
五
十
一
(
一
九
七
六)
年
六
月)
の
｢
塞｣
説
の
的
確
な
説
明
が
あ
っ
た
が
、
稲
岡
耕
二
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
二』
(
昭
和
六
十
(
一
九
八
五)
年
四
月)
は
、｢
金
沢
本
の
原
文
｢
寒
為 ｣
と
あ
り
な
が
ら
、
か
な
書
き
の
方
に
は
｢
せ
き
に｣
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
も
と
｢
塞｣
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。｣
｢
こ
の
巻
二
に
お
い
て
、
金
沢
本
に
の
み
正
し
く
原
本
の
文
字
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例｣
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
｢
呼｣
｢
母｣
の
二
例
で
い
ず
れ
も
助
詞
で
、｢
塞｣
｢
寒｣
な
ど
の
正
訓
字
で
は
な
い
の
で
、
例
証
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
前
後
、｢
寒｣
説
の
主
要
な
テ
キ
ス
ト
に
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
一 』
(
昭
和
四
十
六
(
一
九
七
一)
年
一
月
。
校
注
・
訳
者
小
島
憲
之
木
下
正
俊
佐
竹
昭
広)
、
そ
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
①』
(
平
成
六
(
一
九
九
四)
年
九
月
。
校
注
・
訳
小
島
憲
之
木
下
正
俊
東
野
治
之)
が
あ
る
。
全
集
本
の
頭
注
に
、
原
本
底
本
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
る
が
、｢
寒
有
巻
尓｣
の
誤
り
と
す
る
。
と
あ
っ
て
、
金
沢
本
・
桧
嬬
手
・
緊
要
に
言
及
し
て
い
な
い
。
不
審
。
新
編
全
集
本
に
至
っ
て
、
金
沢
本
の
影
印
を
載
せ
て
い
る
が
、
訓
の
部
一
二
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
不
審
。
な
お
、
頭
注
に
、
訓
が
必
ず
し
も
漢
字
本
文
に
忠
実
で
な
く
独
走
し
、
や
が
て
古
写
本
筆
者
が
そ
の
訓
に
合
わ
せ
て
本
文
を
捏
造
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
(
解
説
四
一
七
ペ
ー
ジ
)
。
と
あ
り
、｢
解
説
四
一
七
ペ
ー
ジ
｣
古
写
本
の
意
改
の
項
の
要
点
を
引
用
す
る
と
、
総
じ
て
古
写
本
に
は
誤
字
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
書
本
か
き
ほ
ん
自
体
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
や
、
中
に
判
読
で
き
な
い
字
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
し
、
写
し
手
の
側
に
つ
い
て
も
学
力
や
体
力
の
不
足
、
疲
労
な
ど
の
原
因
で
誤
写
す
る
こ
と
も
あ
る
。
誤
字
・
誤
脱
・
衍えん
字じ
・
文
字
転
倒
な
ど
、
人
間
で
あ
る
以
上
、
過
ち
は
避
け
難
い
。
そ
れ
を
世
に
魯ろ
魚ぎょ
ま
た
は
焉えん
馬ば
の
誤
り
と
い
う
。
言
う
な
れ
ば
無
意
識
の
誤
り
で
あ
る
。
無
意
識
で
な
い
故
意
の
、
写
し
手
の
賢さか
し
ら
の
本
文
改
変
、
意
改
で
あ
り
、
後
世
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
複
数
の
字
面
の
い
ず
れ
を
採
る
べ
き
か
迷
う
場
合
で
あ
る
。
平
安
期
の
歌
人
た
ち
が
彼
等
の
作
歌
の
参
考
に
万
葉
集
の
歌
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
万
葉
歌
は
、
時
に
平
安
朝
人
の
好
み
で
歪ゆが
め
ら
れ
て
い
て
、
後
世
人
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
て
も
そ
れ
な
り
に
よ
く
も
読
ん
だ
も
の
と
感
心
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
一
字
一
字
に
忠
実
に
学
問
的
に
正
確
に
読
ん
だ
と
は
限
ら
な
い
仮
名
書
の
抄
出
本
に
よ
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
文
に
二
通
り
以
上
の
伝
来
が
あ
る
場
合
、
概
し
て
訓
と
合
う
ほ
う
が
二
次
的
な
形
と
疑
っ
て
よ
い
の
で
な
い
か
、
と
い
う
予
想
が
立
て
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
寒
か
塞
か
一
三
と
あ
る
が
、
例
に
、｢
二
〇
三｣
の
金
沢
本
に
関
す
る
文
証
は
な
い
。
頭
注
と
の
整
合
性
の
な
さ
は
、
金
沢
本
に
お
け
る
本
文
と
訓
と
の
違
背
を
立
証
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
愚
考
す
る
。
こ
の
｢
解
説｣
の
筆
者
が
誰
か
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、｢
校
注
、
訳｣
の
三
人
の
中
の
ど
な
た
か
に
し
ろ
、
協
議
の
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旧
・
新
、
二
書
の
校
注
・
訳
者
の
共
著
で
あ
る
塙
版
『
萬
葉
集
本
文
篇』
(
昭
和
三
十
八
(
一
九
六
三)
年
六
月)
の
凡
例
付
記
に
｢
本
書
に
示
さ
れ
た
本
文
批
判
お
よ
び
訓
に
つ
い
て
、
著
者
三
人
は
責
任
を
分
担
す
る
と
共
に
そ
れ
ら
の
見
解
の
根
拠
を
遠
か
ら
ず
本
書
の
研
究
篇
に
収
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。｣
と
、『
訳
文
篇』
(
昭
和
四
十
七
(
一
九
七
二)
年
三
月)
の
凡
例
に
｢
本
文
篇
の
凡
例
に
予
告
し
た
研
究
篇
の
刊
行
に
は
、
な
お
年
月
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。｣
と
あ
り
、
現
在
(
平
成
二
十
八
(
二
〇
一
六)
年
一
月)
未
刊
で
あ
る
。
ま
た
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集』
(
平
成
十
一
(
一
九
九
九)
年
五
月
、
佐
竹
昭
広
、
他
校
注)
、
そ
れ
に
準
拠
す
る
岩
波
文
庫
本
『
万
葉
集』
(
平
成
二
十
五
(
二
〇
一
三)
年
一
月)
・
『
原
文
万
葉
集
上 』
(
平
成
二
十
七
(
二
〇
一
五)
年
九
月)
い
ず
れ
の
解
説
に
も
｢
二
〇
三｣
の
金
沢
本
の
本
文
・
訓
に
つ
い
て
の
言
及
な
し
(
７)
。
明
確
な
説
明
責
任
を
期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
ま
た
、｢
寒｣
説
が
通
説
定
説
化
す
る
こ
と
に
大
い
に
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
七
、
お
わ
り
に
ち
な
み
に
『
新
編
国
歌
大
観』
(
第
二
巻
私
撰
歌
集
。
昭
和
五
十
九
(
一
九
八
四)
年
三
月)
の
凡
例
に
、
万
葉
集
に
つ
い
て
は
、｢
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
し
、
本
文
の
右
に
西
本
願
寺
本
に
よ
る
訓
を
、
左
に
現
代
の
万
葉
研
究
の
立
場
で
、
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
新
訓
を
施
し
た
。｣
と
し
て
、
零
雪
フ
ル
ユ
キ
者ハ
ふ
る
ゆ
き
は
安アあ
播ハは
尓ニに
勿ナな
落
フ
リ
ソ
ふ
り
そ
吉
隠
ヨ
ゴ
モ
リ
よ
な
ば
り
之ノの
猪井ゐ
養カヒかひ
乃ノの
岡ヲカをか
之ノの
塞セキさむ
為ニセく
巻マク
あ
ら
ま
く
尓ニに
一
四
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
代
、
金
沢
本
と
守
部
の
二
著
に
拠
る
｢
寒
有｣
を
本
文
と
し
｢
寒さむ
く
あ
ら
ま
く
に｣
と
訓
む
こ
と
を
妥
当
と
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
犬
虚
に
吠
え
、
万
犬
従
う
の
現
状
、
看
過
黙
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
ず
第
一
に
、
金
沢
本
の
｢
寒｣
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、｢
寒｣
と
す
る
写
本
が
、
他
に
、
二
、
三
種
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
金
沢
本
唯
一
と
い
う
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
第
二
に
、
金
沢
本
の
訓
｢
せ
き｣
と
あ
り
、｢
さ
む｣
と
よ
む
の
は
守
部
の
二
著
の
み
で
、
諸
本
｢
せ
き｣
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
第
三
に
、
本
文
と
訓
が
相
違
す
る
場
合
は
、
本
文
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
平
安
朝
に
入
っ
て
、
萬
葉
集
の
本
文
の
訓
読
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
梨
壷
の
五
人
以
来
の
訓
点
史
(
８)
が
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
語
っ
て
い
よ
う
。
な
お
、
近
年
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
貴
重
な
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
小
川
靖
彦
の
、
｢
書
物｣
と
し
て
の
萬
葉
集
古
写
本
新
し
い
本
文
研
究
に
向
け
て
(｢
継
色
紙｣
・
金
沢
本
萬
葉
集
を
通
じ
て)
(『
萬
葉
語
文
研
究
第
７
集』
(
平
成
二
十
三
(
二
〇
一
一)
年
九
月)
所
載
。)
で
あ
る
。
そ
の
精
緻
明
解
な
実
証
的
論
理
的
な
考
究
の
要
点
を
次
に
示
し
て
お
く
。
１
、(
金
沢
本
の
筆
写
者)
定
信
の
書
は
速
度
感
の
あ
る
運
筆
に
よ
っ
て
、
一
字
一
字
の
形
に
拘
泥
せ
ず
に
全
体
の
流
れ
の
美
し
さ
や
筆
脈
の
力
強
さ
を
表
現
す
る
。
２
、
金
沢
本
は
界
線
を
引
か
な
い
紙
面
を
大
き
く
使
い
、
漢
字
も
｢
か
な｣
も
同
じ
筆
で
速
く
書
き
、
料
紙
の
唐
紙
の
文
様
と
の
調
和
も
考
慮
し
て
字
形
を
変
化
さ
せ
、
見
開
き
の
一
面
を
躍
動
的
な
空
間
と
し
て
い
る
。
３
、
金
沢
本
の
漢
字
本
文
に
は
多
数
の
誤
字
も
あ
り
、
そ
の
多
く
は
金
沢
本
の
み
に
見
え
る
。
寒
か
塞
か
一
五
４
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
字
が
34
箇
所
程
度
、
脱
字
が
７
箇
所
程
度
、
衍
字
が
４
箇
所
程
度
あ
る
。
５
、
く
ず
し
た
時
に
字
形
の
近
似
す
る
文
字
が
多
く
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
６
、
速
度
感
を
重
視
し
た
運
筆
に
よ
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
る
。
７
、｢
寒｣
は
橘
守
部
『
萬
葉
集
檜
嬬
手』
の
思
い
切
っ
た
意
改
｢
寒
有
巻
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
尓ニ｣
を
裏
付
け
る
も
の
と
さ
れ
、
今
日
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
定
信
の
書
写
の
姿
勢
か
ら
す
る
と
｢
寒｣
は
｢
塞｣
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。｢
寒｣
を
金
沢
本
の
み
に
拠
り
、
さ
ら
に
諸
本
で
一
致
し
て
い
る
｢
為｣
を
｢
有｣
と
改
め
る
こ
と
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
８
、
諸
本
の
一
致
し
て
い
る
本
文
が
、
本
文
校
訂
と
訓
読
の
た
め
の
確
実
な
出
発
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
と
あ
り
、｢
寒｣
は
誤
写
で
、｢
塞｣
が
正
し
い
と
す
る
説
に
全
幅
の
信
を
置
き
た
い
。
賀
茂
真
淵
の
、
凡
古
書
は
た
と
ひ
誤
字
と
み
ゆ
と
も
[
み
ゆ
る
と
も]
多
イ
ハ
く
は
其
ま
ゝ
に
し
て
傍
に
私
の
意
を
は
注
し
付
へ
し
、
己
は
誤
也
と
お
も
ふ
文
字
も
却
て
正
義
な
る
後
賢
の
辨
出
來
ん
も
知
か
た
け
れ
ば
也
、(『
萬
葉
解
通
釋 
釋
例』) (
９)
に
従
え
ば
、
底
本
を
主
と
し
て
、
本
文
｢
塞｣
と
し
、
塞
寒
(
金
・
緊
・
桧)
と
、
注
記
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
六
さ
て
、
私
案
は
、｢
塞｣
説
で
、
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋』
・
久
松
潜
一
『
万
葉
秀
歌』
に
賛
同
し
た
い
( )
。
但
馬
皇
女
薨
ず
る
の
後
、
穂
積
皇
子
、
冬
の
日
雪
落ふ
る
に
、
遙はる
か
に
御
墓
を
望
み
て
、
悲
み
傷
み
涕
を
流
し
て
作つく
り
た
ま
ひ
し
歌
一
首
降ふ
る
雪
は
あ
は
に
な
降
り
そ
吉
隠
よ
な
ば
り
の
猪ゐ
養かひ
の
岡
の
塞せき
な
ら
ま
く
に
(
２
・
二
〇
三)
こ
の
一
首
の
｢
塞せき｣
は
、
但
馬
皇
女
と
の
禁
断
の
恋
の
関
係
を
背
景
に
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
( )
。
但
馬
皇
女
の
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
り
し
時
に
、
穂
積
皇
子
を
思
ひ
て
作
り
た
ま
ひ
し
歌
一
首
秋
の
田
の
穂ほ
向む
き
の
寄
れ
る
片
寄
り
に
君
に
寄
り
な
な
言こち
痛たく
あ
り
と
も
(
２
・
一
一
四)
穂
積
皇
子
を
勅
い
ま
し
め
て
、
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣つか
は
せ
し
時
に
、
但
馬
皇
女
の
作
り
た
ま
ひ
し
歌
一
首
後おく
れ
居ゐ
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
追お
い
及し
か
む
道
の
隈くま
廻み
に
標しめ
結ゆ
へ
わ
が
背せ
(
２
・
一
一
五)
但
馬
皇
女
の
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在あ
り
し
時
に
、
窃ひそ
か
に
穂
積
皇
子
に
接まじ
は
り
し
事こと
、
既すで
に
形あら
は
れ
て
作
り
た
ま
ひ
し
歌
一
首
人
言
ひ
と
ご
と
を
繁しげ
み
言こち
痛た
み
己おの
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る
(
２
・
一
一
六)
穂
積
皇
子
の
御み
歌うた
二
首
今け
朝さ
の
朝あさ
明け
雁かり
が
音ね
聞
き
つ
春かす
日が
山やま
黄
葉
も
み
ち
に
け
ら
し
我あ
が
心
痛いた
し
(
８
・
一
五
一
三)
寒
か
塞
か
一
七
秋
萩
は
咲
き
ぬ
べ
か
ら
し
我
が
や
ど
の
浅あさ
茅ぢ
が
花
の
散
り
ゆ
く
見
れ
ば
(
８
・
一
五
一
四)
但
馬
皇
女
の
御
歌
一
首
一
書
い
っ
し
ょ
に
云いは
は
く
、｢
子
部
王
こ
べ
の
お
ほ
き
み
の
作｣
と
い
ふ
言
繁
こ
と
し
げ
き
里
に
住
ま
ず
は
今け
朝さ
鳴
き
し
雁かり
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
一
に
云
ふ
、｢
国
に
あ
ら
ず
は｣
穂
積
親
王
の
御
歌
一
首
家
に
あ
り
し
櫃ひつ
に かぎ
刺さ
し
蔵をさ
め
て
し
恋
の
奴
や
っ
こ
が
つ
か
み
か
か
り
て
右
の
歌
一
首
は
、
穂
積
親
王
の
、
宴
飲
え
ん
い
ん
の
日
に
、
酒さけ
酣
た
け
な
は
な
る
時
に
好この
み
て
こ
の
歌
を
誦うた
ひ
、
以
て
恒つね
の
賞
よ
ろ
こ
び
と
為な
し
し
も
の
な
り
。
と
あ
る
一
連
の
歌
群
の
一
首
と
し
て
読
む
と
き
、
結
句
は
｢
塞せき
な
ら
ま
く
に｣
と
訓
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
人
の
塞せ
か
れ
た
恋
が
、
但
馬
皇
女
の
死
後
も
な
お
、
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
穂
積
皇
子
の
身
心
に
、
冷
酷
非
情
な
雪
の
障
壁
(
＝
塞
・
関)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
｢
寒｣
説
を
取
る
方
々
の
、
論
理
的
・
実
証
的
・
明
解
な
説
明
責
任
を
果
す
こ
と
を
期
待
し
て
欄
筆
。
注
(
１)
翻
刻
釈
文
(
池
田
利
夫)
に
｢  (ママ)｣
と
あ
る
が
、
本
文
は
｢
ン｣
で
は
な
く
｢
｣
と
あ
る
。
(
２)
『
萬
葉
集
総
釋』
巻
第
二
(
土
屋
文
明)
に
、
此
の
歌
は
初
句
か
ら
雪
を
擬
人
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
塞セキ
ナ
サ
マ
ク
ニ
で
も
不
都
合
は
な
い
。
文
字
を
代
へ
て
寒
カ
ラ
マ
ク
ニ
と
も
訓
ん
で
居
る
が
、
文
字
を
代
へ
る
の
が
不
都
合
な
上
に
、
歌
と
し
て
も
餘
り
理
に
堕
ち
て
こ
せ
つ
い
て
来
て
よ
く
な
い
。
一
八
〝
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
巻
第
二』
に
、
｢
塞｣
と
｢
寒｣
と
の
文
字
を
較
べ
る
と
今
日
の
活
字
と
し
て
は
や
ゝ
離
れ
て
ゐ
る
が
、
筆
寫
の
文
字
と
し
て
は
極
め
て
相
接
近
し
た
字
形
で
あ
る
事
金
澤
本
の
書
體
を
見
て
も
わ
か
る
が
、
し
か
も
誤
寫
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
｢
塞｣
よ
り
｢
寒｣
へ
と
考
へ
る
事
が
、
そ
の
逆
よ
り
も
自
然
で
あ
る
事
と
あ
る
。
(
３)
嘉
永
元
(
一
八
四
八)
年
三
月
廿
日
序
あ
り
。『
新
訂
増
補
橘
守
部
全
集
第
四』
(
昭
和
四
十
二
(
一
九
六
七)
年
九
月
、
東
京
美
術)
に
拠
る
。
(
４)
『
萬
葉
集
檜
嬬
手』
の
七
年
前
、
天
保
十
二
(
一
八
四
一)
年
十
二
月
序
。
十
三
年
二
月
跋
あ
り
。
(
５)
明
治
三
十
四
(
一
九
〇
一)
年
五
月
十
六
日
、
光
風
館
刊
。
昭
和
四
(
一
九
二
九)
年
訂
正
四
版
の
影
印
本
(
昭
和
五
十
九
(
一
九
八
四)
年
七
月
二
十
五
日
、
勉
誠
社
刊)
に
拠
る
。
(
６)
橘
守
部
・
木
村
正
辭
、
と
も
に
｢
金
沢
本｣
の
知
見
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、『
萬
葉
集
美
夫
君
志』
首
巻
總
説
中
、｢
文
字
を
妄
に
改
む
ま
じ
き
事｣
・
｢
古
訓
を
あ
な
づ
る
ま
じ
き
事｣
等
の
言
説
に
依
れ
ば
、
守
部
の
恣
意
的
な
改
変
を
妄
説
と
し
て
｢
今
一
説
と
し
て
出
し
ぬ｣
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
廣
岡
義
隆
氏
よ
り
、
未
読
の
『
萬
葉
集
讀
例』
(
慶
応
三
(
一
八
六
七)
年
自
筆
稿
本
。
岩
崎
文
庫
、
東
洋
文
庫
蔵)
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、｢
旧
訓
が
正
し
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
事
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
金
沢
本
と
い
う
限
ら
れ
た
一
伝
本
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
本
文
の
誤
写
を
そ
の
訓
が
照
射
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。｣
と
の
御
示
教
を
い
た
だ
い
た
。
(
７)
参
考
ま
で
に
、
木
下
正
俊
｢
万
葉
集
写
本
の
意
改｣
(｢
文
学｣
48
巻
２
号
。
昭
和
五
十
五
(
一
九
八
〇)
年
二
月)
・
同
｢
万
葉
集
古
写
本
の
本
文
改
変｣
(｢
國
文
學｣
67
号
、
平
成
二
(
一
九
九
〇)
年
十
一
月
、
関
西
大
学
国
文
学
会)
。
佐
竹
昭
広
｢
萬
葉
集
本
文
批
評
の
一
方
法｣
(｢
萬
葉｣
４
号
、
昭
和
二
十
七
(
一
九
五
二)
年
七
月)
・『
萬
葉
集
抜
書』
(
昭
和
五
十
五
(
一
九
八
〇)
年
五
月)
・『
萬
葉
集
再
読』
(
平
成
十
五
(
二
〇
〇
三)
年
十
一
月)
・
『
佐
竹
昭
広
集』
(
全
五
巻
、
平
成
二
十
一
(
二
〇
〇
九)
年
六
月
〜
平
成
二
十
二
(
二
〇
一
〇)
年
二
月)
の
い
ず
れ
に
も
｢
二
〇
三
番
歌｣
に
関
す
る
明
確
な
る
論
考
は
見
当
ら
な
い
。
(
８)
前
野
貞
男
『
万
葉
訓
点
史』
(
昭
和
三
十
三
(
一
九
五
八)
年
十
一
月)
参
照
。
(
９)
寛
延
二
(
一
七
四
九)
年
成
立
。『
賀
茂
真
淵
全
集
第
六
巻』
(
昭
和
五
十
五
(
一
九
八
〇)
年
五
月
、
続
群
書
類
従
完
成
会)
に
拠
る
。
(
10)
拙
稿
｢
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子｣
(
有
精
堂
版
『
萬
葉
集
講
座
第
五
巻
作
家
と
作
品
Ⅰ』
(
昭
和
四
十
八
(
一
九
七
三)
年
二
月
。
後
、
拙
著
『
万
葉
寒
か
塞
か
一
九
歌
人
の
研
究』
(
昭
和
五
十
八
(
一
九
八
三)
年
一
月
、
所
収
。)
に
、
結
句
｢
寒
か
ら
ま
く
に｣
は
原
文
｢
塞
為
巻
尓｣
と
あ
る
の
で
｢
せ
き
な
さ
ま
く
に｣
と
訓
ん
で
、
雪
が
関
と
な
っ
て
お
会
い
し
に
行
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
の
意
と
す
る
説
(
注
４)
が
あ
る
が
、
橘
守
部
(
注
23)
に
し
た
が
っ
て
｢
寒｣
と
と
り
た
い
。
と
し
、
拙
著
『
古
代
詩
万
葉
と
そ
の
周
辺』
(
昭
和
五
十
一
(
一
九
七
六)
年
三
月)
に
｢
寒
か
ら
ま
く
に｣
と
し
、
脚
注
に
、
原
文
、
塞
為
巻
尓
と
あ
り
、
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
と
訓
ん
で
、
雪
が
関
と
な
っ
て
お
会
い
し
に
行
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、
寒
の
誤
ま
り
と
し
て
、
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
、
の
意
。
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
拙
稿
｢
国
禁
(
禁
断)
の
恋｣
(
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
論
集
11
『
恋
の
万
葉
集』
平
成
二
十
(
二
〇
〇
八)
年
三
月
。
後
、
拙
著
『
萬
葉
歌
人
の
伝
記
と
文
芸』
(
平
成
二
十
七
(
二
〇
一
五)
年
十
二
月
、
所
収
。)
に
、
本
文
中
｢
寒
か
ら
ま
く
に｣
と
し
た
が
、｢
注
４｣
に
、
結
句
の
原
文
、
西
本
願
寺
本
及
び
古
写
本
の
多
く
が
｢
塞
為
巻
尓｣
と
し
、｢
セ
キ
ナ
ラ
マ
ク
ニ
(
考
・
略
解)｣
・｢
セ
キ
ナ
サ
マ
ク
ニ
(
古
義
・
注
釋)｣
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
金
沢
本
に
の
み
｢
寒｣
と
あ
り
、
訓
は
｢
セ
キ｣
で
あ
る
が
、『
桧
嬬
手』
が
｢
寒サム
有カラ
巻マク
尓ニ｣
と
訓
み
、
現
行
の
全
注
・
釋
注
・
新
大
系
な
ど
｢
寒｣
で
｢
サ
ム
カ
ラ
マ
ク
ニ｣
と
訓
ん
で
い
る
。
私
注
・
注
釋
は
｢
せ
き｣
で
、
黒
澤
幸
三
｢
穂
積
皇
子
と
但
馬
皇
女｣
(『
文
学』
46
巻
９
号
、
昭
和
五
十
三
年
九
月)
・
影
山
尚
之
｢
但
馬
皇
女
挽
歌
の
再
検
討
そ
の
儀
礼
的
背
景｣
(『
上
代
文
字』
67
号
、
平
成
三
年
十
一
月)
も
｢
セ
キ｣
説
で
あ
り
、｢
塞｣
と
あ
る
の
が
良
い
と
思
う
。｢
寒
か
ら
ま
く
に｣
で
は
あ
ま
り
に
も
発
想
が
常
套
的
で
陳
腐
で
あ
る
。
二
人
の
恋
は
、
生
前
｢
塞｣
か
れ
た
恋
で
、
皇
女
の
死
後
な
お
｢
蔵
に
カ
ギ
を
刺
し
閉
じ
こ
め
て｣
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恋
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、｢
寒｣
よ
り
も
｢
塞｣
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
よ
う
。
と
変
更
訂
正
し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
考
究
し
た
の
が
本
論
考
で
あ
る
。
な
お
、
蝦
名
翠
｢
但
馬
皇
女
・
穂
積
皇
子
｢
歌
物
語｣
考｣
(
国
語
と
国
文
学｣
84
巻
１
号
、
平
成
十
九
(
二
〇
〇
七)
年
一
月)
が
あ
る
。
(
11)
注
10
に
同
じ
。
二
〇
